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This paper aims to clarify the impact of introducing remote working/learning on demand for 
housing and neighborhoods in Japan under COVID-19 pandemic. We conducted a questionnaire 
survey and pointed out that ‘spatial independence’ and ‘room soundproofing’ are the most required 
for housing regardless of the type of answerer and his/her dwelling. Concerning demand for 
neighborhoods, residents in medium density districts have more complaints in every aspect, which 








アンケート調査は google form により行い、テレワーク
を行った社会人 194 人、遠隔授業を受けた学生 147 人、計
341 人の回答を得た。回答期間は 2020 年 7 月から 2021 年
１月にかけてだが、多くは感染の第 2 波を迎えた 2020 年
7〜8 月に集中している（図 1）。 
図 1. アンケートの回答者数と時期 
2. 自宅でのテレワーク・遠隔授業の実施状況
1 日 24 時間に占める在
宅時間の割合を尋ねた。回答時にテレワークを行っていた







図 2. 居住地と自宅でのテレワークの割合（社会人） 
図 3. 地域と在宅時間の割合（学生） 
図 4. テレワーク・遠隔授業の実施場所（複数回答） 




ことがわかる。図 3 は励起状態と基底状態の分布 ee
と gg の時間変化を示したものである。
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図 7. 住宅タイプと住まいに求めるようになったもの 
 
図 8. 床面積と住まいに求めるようになったもの 
 








図 10. 同居家族数（本人を含む）と住まいに求めるようになったもの 
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図 11. 年齢と住まいに求めるようになったもの 
 
図 12. テレワークの割合と住まいに求めるようになったもの 
 
















図 14. 地域と自宅外でのテレワーク・遠隔授業の実施割合 
 
図 15. 自宅外でのテレワーク・遠隔授業の実施場所 
 

















図 17. 地域に求めるようになったもの 
 
図 18. 年齢と地域に求めるようになったもの 
 
図 19. テレワークの割合と地域に求めるようになったもの 
 






































2) 自宅外でのみテレワークを行う社会人は 13 人（7%）い
た。 
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